
様式第５号（教育実習実施計画に関する書類） 

教 育 実 習 等 実 施 計 画 

１ 教育実習等の内容及び成績評価等 

① 教育実習等の時期

４年次 5 月～11 月

② 教育実習等の実習期間・総時間数

高等学校 2 週間（60 時間）

③ 実習校の確保の方法

大学が近隣の柴田町、大河原町、白石市の教育委員会及び仙台市教育委員会に依頼し、確保した学

校から、実習生が希望する実習校を選び教育実習を行う。また、上記のみでは実習校が不足する場

合は、大学が実習生の母校に依頼し、実習生が内諾を得る。

④ 実習内容

教育実習での体験・活動を通して、以下について達成されるようにする。

〈観察・参加、実習校の理解〉 

・生徒との関わりを通して、その実態や課題を把握する。

・指導教員の実施する授業を、視点を持って観察し、事実にを実施するための組織体制を理解する。

・学級担任や教科担任等の補助的な役割を担う

〈学習指導・学級経営〉

・学習指導要領及び生徒の実態を踏まえた適切な学習指導案を作成し、授業を実践する。

・学習指導に必要な基礎的技術（話法、板書、学習形態、授業形態、環境構成等）を実地に即して身に

付けるとともに、適切な場面で情報機器を活用する。

・学級担任の役割と職務内容を実施に即して理解する。

・教科指導以外の様々な活動の場面で適切に生徒と関わる。

⑤ 実習生に対する指導の方法

実習期間 5 日ごとに実習生から指導教員に送られた実習内容記録に基づき適切な指導を行うととも

に、期間中 1 回以上、指導教員が実習校へ巡回指導（原則、研究授業実施時）を行う。

⑥ 実習の成績評価（評価の基準及び方法）

※ 評価項目表、評価シート等がある場合は、本計画書に添付すること。

教育実習担当者が、教育実習校から提出を受けた「教育実習成績評価票」(別添)に基づき、「教育実

習日誌」及び教育実習終了後に提出されたレポートの内容を加味して総合的に評価する。なお、「教

育実習成績評価票」においてⅮ評価(Ａ～Ⅾの４段階の最下位段階)を受けた場合は、レポート等の

内容に関わらず単位は認定しない。
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２ 事前及び事後の指導の内容等 

①  時期及び時間数 

 〈事前指導〉３年次４月から４年次４月まで９回 

 〈事後指導〉４年次 10月から２回（教育実習の未終了者に対しては別途対応）、計 11回 

 

②  内容（具体的な指導項目） 

１． 教育実習の事前・事後指導は、「教育実習Ⅰ」の授業を中心に実施する。 

２． 実施計画 

〈３年次〉４月    教育実習オリエンテーション(教育実習の理解と実習校の選択決定)２回 

     10月～1月 教育実習の意義と実習校の理解、実習生の義務、指導の実際等の理解５回 

① 教育実習の意義と実習生の義務・責任 

② 学校現場の理解 

③ 指導の実際１ 

④ 指導の実際２ 

⑤ 教育実習の意義と実習生に望むこと(大学先輩教員等の講話) 

  （４年次）４月    教育実習直前指導２回 

① 教育実習の意義と目的の再確認 

② 教育実習生の義務・責任と心得の再認識 

       10月～  教育実習の事後指導２回 

① 教育実習の振り返りと「教育実践自己評価シート」(別添)の作成 

② 「教育実践自己評価シート」に基づく教員免許状取得のための課題の確

認 

 

３ 教育実習に関して連絡調整等を行う委員会・協議会等（以下「委員会等」という。） 

① 大学内の各学部・学科等との連絡調整を行う委員会等 

・ 委員会等の名称 教職支援センター企画運営委員会 

・ 委員会等の構成員（役職・人数など） 委員長：教職支援センター長、委員：同センター長補佐他

１２名程度 

・ 委員会等の運営方法 毎月１回、年１２回開催する。大学内の各学科との連絡調整、教育実習の運

営、教育委員会・実習校との連絡調整、教育実習の評価等、教職課程の運営全般について審議を行

う。 

【委員会の組織図】 

  別途添付のとおり 

 

② 大学外の関係機関（例：都道府県及び市区町村教育委員会など）との連絡調整等を行う委員会等 

（※学校体験活動を含む場合は、大学と学校との連携体制についても記載すること。） 

・ 委員会等の名称 教職支援センター企画運営委員会 

・ 委員会等の構成員（役職・人数など） 委員長：教職支援センター長、委員：同センター長補佐他

１２名程度 

・ 委員会等の運営方法 毎月１回、年１２回開催する。教育実習に関する大学外の教育委員会・実習

2



校との連絡調整や連携、在仙大学教育実習連絡協議会等の教育実習に関する学外組織との連絡調整

や連絡について審議・実施する。 

 

【委員会の組織図】 

  ① の組織図と同じ 

 

４ 教育実習の受講資格 

  別途添付のとおり 

 

５ 実習校 

教育 

実習 

体験 

活動 
学級数の合計 高等学校４２学級 

○ × 学校名 宮城県柴田高等学校(宮城県柴田町本船迫字十八津入 7-3) 学級数：12 生徒数：406 人 

  教員数 42人  （内訳）校長１人、 教頭１人、 教諭２９人、 講師１０人、 養護教諭１人 

○ × 学校名 仙台大学付属明成高等学校（宮城県仙台市青葉区川平 2-26-1） 学級数：30 生徒数：872 人 

  教員数 93人  （内訳）校長１人、 副校長１人、 教頭２人、教諭４３人、 講師４４人、 養護教諭２人 
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教学組織体系図（教学組織規程第21条）
学則上の組織

令和４年度

理事会 大学事務局
(局長・局長補佐)

学 長

副学長(3）

学内調整会議

教育課程検討委員会

自己点検評価運営委員会

教

授

会

学 術 会
（会 長)
(代表幹事)

大学院 スポーツ科学研究科（研究科長）

研究科会議

体育学部（学部長）

体育学科（学科長・学科長補佐）

学科会議

ｽﾎﾟｰﾂｺｰﾁﾝｸﾞ
・ｺｰｽ

ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
・ｺｰｽ

ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾅｰ
・ｺｰｽ

(コース主任)

健康福祉学科（学科長・学科長補佐）

学科会議

スポーツ栄養学科（学科長・学科長補佐)

学科会議

ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ学科（学科長・学科長補佐)

学科会議

スポーツ健康科学研究実践機構

（機構長）

図 書 館 （図書館長）

教育企画部 （部長）

学 生 部 （部長）

入試創職部 （部長）
健康管理センター （センター長）

学生支援センター （センター長）

国際交流センター （センター長）

学生相談室

実践機構規程,
図書館規程
に基づく
委員会

各センター
関係規程
に基づく
委員会

委員会規程
に基づく
下部委員会

キャリアセンター （センター長）

ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ
・主管など

倫理審査会

ハラスメント
防止委員会

教職支援センター （センター長）

東京事務所

現代武道学科(学科長･学科長補佐)

学科会議

A  T  室

法人・大学
運営連絡会議

(人事委員会)

子ども運動教育学科(学科長・学科長補佐)

学科会議

教養教育部 （部長）

I R 部 （部長）

スポーツ局
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令和5年3月6日

（針生・山内　　各科目担当者）

（針生・山内・　各免許付与主管）

（針生・山内・白幡・金井・井上・郡山・末永・入澤・

　各免許付与主管）

針生 山内 （井上・江尻・金井・伊藤　各科目担当者）

　

（入澤・小西　　　）

（江尻・末永・針生・山内・重巣）

   

（郡山・針生・通信制助教授）

セ
ン
タ
ー

長

セ
ン
タ
ー

長
補
佐

教職支援センター　組織図　

教職オリエンテーション

教育課程

教育実習

教職実践演習

教採塾

通信教育（小学校）

介護等体験

教職支援チーム

教職支援センター企画運営
委員会

〇山内・針生・松本・江尻・井
上・末永・郡山・白幡・金井・小
浜・中里・重巣・小西・川戸・伊
藤・入澤・佐々木・平良

教採対策チーム

教員養成チーム
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